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長

岡

市

の

ホ

テ

ル

ニ

ュ
ー

オ

ー
タ

ニ
長
岡

で

１０
月

２２
日
、

下
水

処

理

場

や

上

水

道

施

設

の
維

持

管

理

な
ど

を

行

う

緑

水

工
業

⌒長
岡
市
）

の
水
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム

「水
を
想
う
」
が

初
開
催
さ
れ
た
。
同
社
は
２
０

０

９
年

に
創

業

５。

周
年

を

迎

え
、
社
会
貢
献
を
目
指
す
企
業

と

し

て
さ

ら

に
前

進

す

る
決

意
を
固
め
た
。
同

フ
ォ
ー
ラ
ム

は
市
民
に
向
け
て
、
上
下
水
道

に
関

す

る

理
解

と

知

識

を

深

め

て
も

ら
う

こ
と

を

目

的

と

す

る
。

同

社

の
鈴

木

敏

美

社

長

は

「
自

然
環
境
問
題

の
中
、
水

の

状

況

は
刻

々
と

変

わ

っ
て

い

る
。

個

人

も

企

業

も
、

水

を

守

る

た

め

に
ど

う

い
う

行

動

を
起

こ
す
べ
き
か
。
考
え
な
け

れ
ば

な

ら

な

い
時

期

に
来

て

い
る
」
と
挨
拶
。
同
社

に
よ
る

研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
後
、
グ

ロ
ー
バ

ル
ウ

ォ
ー
タ

・
ジ

ャ
パ

ン
代

表

の
吉

村

和

就

氏

が

講

演
し
た
。

吉

村

氏

は

「
食

料

自

給

率

は
約

４。

％
。

民

主

党

政

権

は

５。

％

に

上
げ

よ

う

と

し

て

い

る
。

‐０
％
を
上
げ

る
た
め
に
は

年

間

１

４

０
億

ト
ン
の
水

資

源

が
必
要
。
富
士
山

の
保
有
水
量

は
約

２。
億
ト
ン
。
富
士
山

７

つ
分

の
水

が

い
る
」

「
輸

入
す

る
食

料

を

栽

培

す

る

た

め

に

必

要

な
水
を
仮
想
水
と
呼
ぶ
。
日
本

の
仮

想

水

の
輸

入

量

は
年

間

６
４
０
億
ト
ン
。
世
界
最
大

の
水

輸

入

国

の

レ

ッ
テ

ル
を

貼

ら

れ
て

い
る
。
カ
ー
ボ

ン

・
タ

ッ

ク
ス
と
は
簡
単

に
言
え
ば
、

二

酸

化

炭

素

の
排

出

権

に
税

金

を

か
け
る
こ
と
。
将
来
ウ

ォ
ー

タ
ー

・
タ

ッ
ク

ス
に
な

っ
た
場

合
、
日
本
は
お
金
を
む
し
り
取

ら
れ
る
。
だ
か
ら
仮
想
水

は
で

き

る

だ

け

減

ら

さ

ね
ば

な

ら

な

い
」
と
話
し
、
水
問
題
は
国

を

挙

げ

て

取

り

組

む

べ

き

課

題
だ
と
し
た
。

講

演

後

は
前

出

２
氏

と

長

岡
技
術
科
学
大
学
准
教
授

・
姫

野
修
司
氏
、
朝

日
酒
造

・
平
澤

聡

広

報

部

次

長

が
水

環

境

保

全

に

つ

い
て
パ

ネ

ル
デ

ィ

ス

カ

ッ
シ

ョ
ン
を
行

っ
た
。
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